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報道関係各位 
 

国立がん研究センター 

世界保健機関（WHO）/国際がん研究機関（IARC）により 

がん登録に関する国際協力事業のコラボレーティングセンターに指定 

 
 

2017 年 5 月 30 日 

国立研究開発法人国立がん研究センター 

 

 国立研究開発法人国立がん研究センター（理事長：中釜斉、東京都中央区）は、世界保健機関

（WHO）のがん専門研究機関である国際がん研究機関（IARC）が世界的ながん登録の推進のた

めに新たに設置したコラボレーティングセンターに 2017 年 5 月 19 日、世界で初めて指定を受け

ました。 

 

IARC は、がんの罹患数等が多いにもかかわらず、実態把握が遅れている地域において、がん

登録の立ち上げと推進の支援を行うため、2011 年 11 月よりがん登録に関する国際協力事業

Global Initiative for Cancer Registry Development計画（以下「GICR計画」）を実施しています。

GICR 計画では、世界 6 カ所に地域の活動拠点となるハブセンターを設置し、現地調査や研修な

どの活動を行ってきました。アジア地域では、現在までにトルコ（イズミール）とインド（ムンバイ）の

2 カ所にハブセンターが設置されていますが、東南アジアおよび東アジアを支援することは難しい

状況にあります。 

今回、ハブセンターの活動を支援するコラボレーティングセンターに日本の国立がん研究センタ

ーが指定されたことにより、アジア地域での活動をはじめとする国際活動がより一層活発になり、

世界のがん対策に貢献することが期待されます。 

 

国立がん研究センターは、本指定により、WHO/IARC や地域のハブセンターと協働し、がん登

録やがん対策に関わる教材の作成や研修、人材交流の実施、現地でのがん登録事業の立ち上

げとがん統計の整備などを推進してまいります。こうした活動は、国立がん研究センター がん対

策情報センター がん登録センター がん登録室長（企画戦略局 国際戦略室併任）松田智大を

中心としたチームがコラボレーティングセンターを組織し進めます。松田智大は、130 を超える国・

地域を代表する 592 地域により構成されるがん登録の専門家集団である国際がん登録協議会

（IACR）の理事長に 2016 年 8 月に選出されており、様々な方面から WHO や国際的ながん登録

の推進に貢献してまいります。 

 

全世界で新規にがんと診断される患者の 46％はアジアで発生しており、肝がんや胃がんなど
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はアジア諸国での罹患が多く、国の枠を超えてがん対策に取り組む必要があります。この状況を

鑑み、日本が長年培ってきたがん登録、がん統計、がん対策の知見を世界全体のがん対策に役

立てることが求められています。 

 

調印式の様子 

 

（写真左）国立がん研究センター 理事長 中釜 斉 

（写真右）国際がん研究機関 所長 クリス・ワイルド 

 

GICR パンフレット表紙 
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＜報道関係からのお問い合せ先＞ 

国立研究開発法人国立がん研究センター 

企画戦略局 広報企画室 

〒104-0045 東京都中央区築地 5-1-1 

TEL：03-3542-2511（代表） 

E-mail：ncc-admin@ncc.go.jp  


